
楽器へのこだわりへの目覚めー 

小学生の時に、親父にギターが

欲しいといったことを切っ掛けに

はまってしまったギターの世界。 

しかし、ギターという楽器その

ものの魅力にハマったのは、ごく

最近だ。小学生の時は、おそらく

ヤマハのギターだったのだろう、

ヤマハギター教室に通っていたか

ら。それから大学に入るまで 7 年

間、途中でギターを変えた記憶が

ない。大学に入って、部でまとめ

て購入するということで確か５万

円程度のギターを買った（という

か、買ってもらった）。ちなみに、

当時の１ヶ月の生活費を 1.5 万円

でやりくりしていたので、これで

も結構はりこんで買った（買って

もらった）ことになる。 

本格的なギターを買ったのは、

社会人になってからで、加納木魂

の当時 20万円ぐらいの楽器だった。

確か渋谷にあった現代ギター社か

ら直接買った記憶がある（この時

も、正確には、買ってもらった。

親ではなく、奥さんに）。 

その後は、ずっとそのギターで

過ごしてきた。第 3 号で書いたよ

うに、20 年近くまともに弾かない

時代があったので、特に、ギター

の楽器への欲求は強くなかった。

が、２年前に、体調を壊したこと

と、なんとヤマハのサイレントギ

ターを買ったことで、再度、ギタ

ーへの欲求が急に高まった。 

そしてついに、この年になって、

ギターという楽器にも目覚め（気

づきの瞬間！）、また、退職金とい

うご苦労さん賃も飛び込んできた

ので、昨年、桜井さんのパリコン

テスト（通称 PC）を購入した。PC

に決める前、フォレストヒルでも

ギターを見せていただいた。森岡

さんから、「あなたの腕ならこれく

らいかな」といわれ、100 万以上、

200 万ぐらいのギターを試奏させ

てもらった。んんん、予算をはる

かに超えていることと、資産価値

みたいな話を聞かされても、ピン

とこず、こそこそと、次の候補地

ヤマハへ。ちょうどクラシックギ

ターフェアをやっていたので、こ

こでも数十万から 200 万近いギタ

ーを試奏させてもらった。が、店

の人が言うには、「この 200 万のギ

ターは、ハカランダを使っている

のでほとんど材料費です」という

楽器ではなく家具的な説明に呆然

として、店を出た。そのあと、あ

まり期待していなかった島村楽器

（エレキ、アコギ中心と思ってい

たので）へ寄ったところ、河野・

桜井フェアをやっていて、そこで、

PC と出会ったのだ。フォレストヒ

ル、ヤマハで何台も試奏させても

らったあとだったこともあり、桜

井さんの PC の音の出方に、ピンと

くるものがあり、一目惚れ、一発

でこれだと思った。 

低音が重くシッカリと響く一方

で、高音も華麗になってくれる PC

を弾いていて数日立ったとき、不

思議なことに、次のギターとの出

会いが待っていた。 

ちょうどその頃、八女で「から

くり人形見学」のバスツアーがあ

ることを奥さんが見つけ、八女へ

行くこととなった。からくり人形

に感動し、八女の歴史的建物を散

策していたとき、現役時代にお付

き合いしていた偉いお人とぱった

り出会った。国土交通省の地整で

河川部長もやられた馬場氏だった。

馬場さんいわく、「矢ヶ部ちゃんは、

ギターやっていたねえ。ちょうど

八女でギターフェスティバルをや

っているので見に行かない？」と

誘われ、行ってみた。八女の文化

ホール「おりなす」で、バンブー

ギターという竹で作ったギターの

フェスティバルが開催されており、

その最終日だった。会場では、日

本中から集まった竹のギターの製

作者が、自作のギターを展示し、

色々と説明されていた。と、その

なかで会場を仕切っていた方と顔

を合わせたとたん、「前田さんじゃ

ないですか！」「矢ヶ部君じゃない

か！！」と運命的出会いとなった

のである。前田さんは、それこそ

私が勤めていた会社の 30年前ちか

く前に知り合った先輩で、当時か

ら、ギターを弾いていたことが縁

で、顔馴染みではあったが、まっ

たくその後は会う機会もなく過ご

していたのだが。なんと、その土

木専門の先輩が、還暦迎えたころ

から、ギター作り、それも竹（八

女の孟宗竹）を使ったギター作り

を行っているという。びっくりし

てしまった。せっかくだからとい

うので、前田さん制作の竹のギタ

ーを弾かせてもらった。一緒にい

た奥さん、その場で、そのギター

の音色を聴いて、「すごいいい！！
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音が通っている！！」とのたまっ

たのだが、本当に、いいのだ。音

の透明感が。再び奥さん曰く「ス

パークリングワインのように爽や

かな音色」なのだ。また、竹が材

料ということで、木の色が普通の

ギターの中で、なにかホワイトタ

イガーのように白く輝いてかっこ

いい。ということで、この運命的

出会いをしっかり受け止めさせて

もらい、前田さんとのギターを通

してのお付き合いが始まった。月

に数回、ギター工房で二重奏を楽

しみ、そのあとは必ず日本酒のみ

ながら音楽談義など、ダブルで楽

しんでいる。そして、先日、前田

さんに頼み込んで、バンブーギタ

ー１台譲ってもらった。今は、桜

井 PC と前田バンブーの両方のギ

ターをほぼ交互に使っている。と

いうか、使い分けて使っている。 

ちなみに、この前、八女で聴い

た鈴木大介氏は、ギターを 18 台ほ

ど持っているそうだが、使うのは、

4－5 台だといっていた。その話を

聞いていた女性アナウンサーが、

あまり使われないギターに代わっ

て鈴木大介氏に語りかけたそうだ。

「鈴木ちゃん、また、その娘なの！

最近、その娘、お気にいりね。で

も、たまには、私も連れてってよ」

って。まあ、私の場合は、桜井 PC

と前田バンブーのこの二人の娘の

ご機嫌は、とれていると思う。ま

あ、30 年前に嫁いできた加納木魂

ばあさん？は、なんといっている

かは不明であるが。 

バンブーギターの魅力について

は、またいつか、しっかり語りた

い。ということで、20 号にふさわ

しい話でした！！！！ 

さて、今日のおすすめ CD は、

ギターコンチェルトだ。第 15 号で

紹介したパラウでなく、ブローウ

エルの協奏曲である。コンチェル

トなんて弾く機会はないと思うが、

先日のミニコンサートでは、鹿児

島から来てくれた黒木さん（ギタ

ーも弾くがピアノはプロ）と一緒

に、ロドリーゴの「ある貴紳のた

めの協奏曲」と「アランフェス協

奏曲第２楽章」にチャレンジして

みた。まあ、事前の練習もなくぶ

っつけ本番であったこともあり、

演奏そのものはイマイチ（黒木さ

んはしっかり弾いてくれた）が、

オケをバックに協奏曲を弾くとい

う楽しさは、よくわかった。ちな

みに、このブローウエルの協奏曲

を弾く時のギターは、桜井 PC だろ

うか、前田バンブーだろうか。悩

むところだ。（続く） 

 

 

 

前田バンブー かっこいいでしょう！ 


